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て

2月18日

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は当支部活動に、ご支援・ご協力いただき心よりお礼を申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症のまん延がより深刻化・長期化する中ではありますが、
皆様にとってより良い一年となりますよう、ご祈念を申し上げます。
　おかげさまで、支部事業も滞りなく進み、支部大会を残すだけとなりました。
　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも感染防止対策に取り
組み、研修や事業を中止することなく進めてまいりました。令和５年度においても
ウィズコロナ時代における研修として、会員のニーズ及び感染対策を考慮し、WEBを
活用しながら対面での研修を効果的に進めてゆきたいと考えております。

　令和５年度、北海道看護協会では
方針１…看護の質向上と役割拡大の推進
方針２…全世代型地域包括システムの推進
方針３…看護職を続けられる職場環境づくりの推進
これら３つの方針をもとに少子高齢化の急速な進展や働き方・ライフスタイルの多様
化など社会環境が変化する中、どのような健康状態でもその人らしく暮らしていける
社会を支えるために看護人材の確保とともに看護職が生涯にわたって学び続けられる
職場環境を提供することが必要です。
また、2025年、さらにその先の2040年を見据え、看護職が「医療」と「生活の質」の
視点を活かし、全世代型地域包括システムの推進に向け活躍できるよう本部とともに
取り組んでまいります。
　来る、２月18日（土）フォーポイントバイシェラトン函館において、支部大会と看護
研究学会を開催いたします。支部大会は、会員の皆様の声を支部活動に反映できる大
切な場と考えております。また、看護研究学会は看護の質向上のために知識や技術を
収集する場となりますので多くの皆様にご参加いただきますようよろしくお願い申し
上げます。

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

北　

村　

和　

宏

道
南
南
支
部
支
部
長
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令和４年度
公益社団法人 北海道看護協会道南南支部大会

看護研究学会開催のご案内

日時

場所

令和５年２月18日㈯  道南南支部大会　12：30開会
　　　　　　　　　  看 護 研 究 学 会　13：30開会
フォーポイントバイシェラトン函館「カメリア」
函館市若松町14－10 函館ツインタワー

•支部大会ならびに看護研究学会の開催につきましては、３年ぶりに会場参加およ
びWEB参加併用のハイブリット方式といたします。
　後日、あらためて開催のご案内とWEB参加用の申し込み要綱を発送いたします。
　皆様の会場への参加をお待ちしております。
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第１席　新型コロナウイルス感染症患者の緊急帝王切開術対応における感染予防訓練
 ～アクションカードを使用してみて～ 市立函館病院  中央手術棟 廣　島　亜　美

第２席　弾性ストッキングに起因する医療関連機器圧迫創傷に対する予防方法の検討
    社会福祉法人  函館厚生院  函館中央病院  ICU 木　村　聖　子

第３席　医療安全ケア向上への取り組み ～転倒転落のアクシデント報告書を振り返って～
    社会医療法人  仁生会  西堀病院  2－1病棟 富　樫　朋　美

第４席　看護補助者が日常的に行っているケアの自己評価アンケート調査
    医療法人  徳洲会  共愛会病院 中　川　由　子

2月18日㈯　13：30～15：30

道南南支部 看護研究学会プログラム

 

　
　

　

　 　 　

　

　

　 　

  
　　　　  
  

　　　　  
  

　　　　　　　　　　　　  　
　　　　  　   　 　  

第　１　群

第１席　看護師が感じる怒りへのアンガーマネジメントの効果
 ～病棟に勤務する看護師が感じる怒りの実態とそのコントロールの必要性～
    社会医療法人  仁生会  西堀病院  2－2病棟 板　谷　未　来

第２席　暴力を防ぐ看護介入について考える ～CVPPPの教育効果を分析する～
    医療法人  亀田病院分院  亀田北病院  3－1病棟 田　中　英　俊

第３席　大腿骨近位部骨折患者への自然排便を促すための取り組み
 ～腹部温罨法の効果の検証～  社会福祉法人  函館厚生院  函館中央病院  中5病棟 笹　井　誠　也

第４席　外来における情報共有の取り組み ～データベースへ移行して～
    社会医療法人  高橋病院  外来 今　　　千代美

第　２　群

第１席　硬性コルセットの圧迫痛に対するクッション材の検討
    社会福祉法人  函館厚生院  函館中央病院  脊椎センター 髙　野　　　渉

第２席　安全なMRI検査への取り組み ～磁場教育動画を作成して～
    市立函館病院　中央放射線部 伊　藤　まゆみ

第３席　正確な画像診断のための看護を見直す ～褐色脂肪組織（BAT）への集積低減の試み～  
   社会福祉法人  函館厚生院  函館五稜郭病院  外来検査治療部門 齊　藤　和　子

第４席　自宅退院を見据えた内服管理方法の検討
    医療法人社団　函館脳神経外科  函館脳神経外科病院  1病棟 椛　澤　有　梨

第　３　群
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働き続けられる職場づくり推進委員会 委員長　新川　秀彦

　 　

　 　

　令和４年８月20日に支部企画研修として「地域包括ケアのための看看連携研修会」を開催致しました。講
師には、函館医師会病院の看護師長谷川奈生子先生と訪問看護ステーションフレンズの保坂明美先生を迎え
講義を行って頂きました。長谷川奈生子先生からは、地域包括ケアのシステムについてや看看連携の重要性
についての講義内容で、看護職同士が繋がること、地域の看護職同士が対象者の生活を支えるために同じ目
標をもって信頼しあい対等の立場で協働する事の大切さや、円滑な看看連携のために必要なことは、専門性
と役割の理解・相談しやすい体制作り・つなぐ、つなげる意識が大切だという事を学びました。
　保坂明美先生からは、看看連携での看護の継続とは、地域包括ケアシステムにおいて地域・人・組織を繋
ぐ看護が重要であり、退院後に調整していくためには、行われている看護・ケアが在宅に戻っても継続され
る事が大切だという事を学びました。又、経験した事例を通して、ギリギリまで在宅で過ごす事ができた家
族の思いに寄り添えた事や、互いに思いを伝えられる環境の提起をし多職種との連携によって不可能も可能
になるという事を学びました。

　令和４年10月15日に支部主催研修として「終末期ケア研修」を開催致しました。講師には医心館訪問看護
ステーション所長、緩和ケア認定看護師の秋庭聖子先生を迎え講義を行って頂きました。秋庭先生からは海
外での体験談や数多くの事例を紹介して頂き、受講者からも「終末期の看護は患者さんだけでなくご家族へ
の看護がとても重要になると実感した。ご家族に声掛けすることも重要だが患者さんへの声掛けや愛護的な
ケアをすることでご家族は大切にされていると安心できると分かった。今後、看護するうえで今回の講義を
活かし関係性を築きて行きたい」など多くの意見が寄せられ、改めて終末期ケアに対する理解を深めること
ができ、今後の自分の看護師としての方向性を考える事ができる研修となりました。

　令和４年10月22日（土）に「メンタルヘルスケア」研修会がzoomにて行われました。講師には、前回同様
　社会医療法人　函館博栄会　函館渡辺病院　精神科薬物療法看護認定看護師　武藤　崇央　先生をお招き
し、「仕事に対するモチベーションを高めるため、肯定的に考えるための思考の切り替えや、ストレスをた
めない方法を学ぶ」を目的とし、慢性的な人員不足またコロナ感染などストレスフルな現状にマッチした講
義を行っていて頂き無事終了する事ができました。
　参加者からも「人とのコミュニケーションや業務上でストレスを感じていました。自分自身を知り、視点
を変えることで自分が変われるよう行動に移していきたいと思います」「迷いが払拭された気がします｡自
分の自己実現に邁進します」等多くの意見が寄せられました。次年度も皆様が働き続けられるための一助と
なるような研修を考えていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

教育委員会からの研修報告＜支部企画研修＞ 委員長　菅原　美由紀

教育委員会からの研修報告＜支部主催研修＞ 委員長　菅原　美由紀
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　10月１日（土）会員懇談会を開催いたしました。午前は北海道看護協会副会長　深津恵美講師より「看護の
動向」、午後は講義「働きやすい職場環境づくり～メンタルヘルスケアの視点から～」諏訪麻依子講師（公
認心理師・臨床心理士）より講演をいただきました。新型コロナウイルスの感染状況からWebでの開催とし
ました。懇談の場としてブレイクアウトルームを用いて意見交換を行いました。「色々な病院、部署からの
意見を聞くことができた」「誰にとっても居心地の良い職場環境を意識していきたい」などの意見がありま
した。普段の悩みを話しあい会員間の交流の場となったかと思います。今後もみなさまの活動の一助となれ
る懇談会を行っていきたいと思います。

　令和４年11月12日、看護師職能集会Ⅰ・Ⅱ「せん妄ケア～患者を理解し看護に活かす～」をオンラインで
開催しました。 
　講師に精神科認定看護師の成田邦男先生をお招きし、せん妄のアセスメント、看護についてご講演いただ
きました。
　ご講演後のグループワークでは、各施設の事例などを話し合い、講師の先生から直接ご助言もいただきま
した。受講生の方からは、「日々のカンファレンスでせん妄について話し合っていきたい」「今後のケアに
いかしていきたい」との声もあり明日からの看護に活かせる内容となりました。
　看護師職能委員会では、会員の皆様の日々の看護に繋がる活動を行なっていきたいと考えております。今
後ともよろしくお願いいたします。

　令和４年８月27日（土）、感染予防を考慮しウェブ形式で研修を開催しました。今年度は、「子ども・子育
て家庭」分野を取り上げ、児童虐待を軸に、テーマ「地域の子どもを守るために」とし、函館中央病院の石
倉亜矢子先生にご講義をいただきました。
　私たち支援者は自分が困った時に言葉に出して誰かに相談しているか？支援の必要な人に「助けて！」と
言ってもらえているのか？の問いかけに自身を振り返り考えてみました。保健師や関係職種（助産師、看護
師、社会福祉士、自立相談支援員、障害相談支援員等）や地域が連携し児童虐待防止に向け「のりしろ型支
援」を行えるように取り組みたいという意見、感想が多数あがりました。
　来年度以降も、「保健師の実践能力向上」、「保健師相互の機能・役割を知る」を目的とした研修企画を
してまいります。会員の皆様からのご要望等お声をいただければと思います。

会員懇談会を終えて 書記　余田　睦美

　 　

看護師職能委員会より 副委員長　森田　早苗

保健師職能集会を終えて 委員長　福島　久美子
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NURSING DAY

5月12日は
看護の日

　５月12日は看護の日です。
　21世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、ケア
の心、助け合いの心を、私たち一人一人が分かち合うことが
必要です。こうした心を、老若男女を問わずだれもが育む
きっかけとなるよう、近代看護を築いたフローレンス・ナイ
チンゲールの誕生日にちなみ、旧厚生省により、1990年に
制定されました。もともとは、国際看護師協会（ICN）が、
この日を「国際看護師の日」としたことが由来となっていま

す。毎年５月12日を含む日曜日から土曜日までの１週間を「看護週間」とし、全国各地で看護に
まつわるイベントを開催しています。
　３年前より続くCOVID－19の感染拡大により、私たちの仕事や生活スタイルは大きく様変わり
しました。これまでと違い、「そばに寄り添い」、「優しく手で触れ」、「言葉をかける」事が、
困難な状況がたくさんありました。どこの施設もマンパワーが不足し大変な状況ではありますが、
患者さんの心に寄り添うことを大切に看護実践していかなければならないと思います。
　今年度は、株式会社ぴんぴんらいふ代表　理学療法士　桂下直也先生の実技を交えた講演を、２
年ぶりに集合形式で開催することができました。令和５年度は、大阪よりキッズインストラク
ター・ISD個性心理学マスターインストラクター　清永寛行先生を招き、「心理学を使って人間関
係を円滑にするダンス・運動学」について実技を交えた講演を集合形式で行う予定です。併せて保
健師・助産師・看護師による相談ブース設置など、地域の皆様が、楽しく心身の健康を図れるよう
な内容を企画・検討しています。
　令和５年看護の日のイベントには多くの方の参加をお待ちしております。

第一副支部長　大間　依子

な内容を企画・検討しています
　令和５年看護の日のイベント

●日  時／令和５年５月13日（土）
　　　　  13：30～15：00
●会  場／フォーポイントバイシェラトン函館
　　　　  （函館市若松町14－10）
●内  容／記念講演『心理学を使って人間関係を
　　　　　　　　　　　　  　円滑にするダンス・運動学』
　　　　  講　師  キッズダンスインストラクター　清永　寛行 先生

この他、看護師、保健師、助産師による相談ブースや、楽しい企画を検討しております。
※新型コロナウイルス感染拡大状況により内容が変更となる場合があります。

　 　

　
 
           　 　 　

　  
           　 　 　

　
          　 　 　

　  
         　　　

　 　

　
           　 　　　

　  
    　  　 　

　    
          　 　 　

　
    　      　 　 　

　 　

看護の日

お知らせ

受賞おめでとうございます
北海道社会貢献賞（優良看護職員）
　白　川　一　美 様（医療法人社団 函館脳神経外科 函館脳神経外科病院）
　川　渕　ゆかり 様（社会福祉法人 函館厚生院 函館中央病院）
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特定行為看護師への
道のり

特定行為看護師への
道のり

　特定行為とは診療の補助であり、手順書に従って行うことのできる医行為です。特定行為を行うに
は指定研修機関で研修を受講する必要があり、私たちはその研修に取り組んでいます。
特定行為には知識や技能のみではなく、高度な思考力や判断力も求められるため、解剖生理学や薬理
学などを始めとする基礎的な学習250時間に加え、各行為に求められる学習や訓練を行ったうえで
臨床での実習に臨みます。実習では医師の指導の下で実際に患者様に医行為を行います。中には侵襲
的な行為もあるため緊張感の高いものとなります。研修は容易なものではありませんが、しっかりと
修了し患者様によい看護・医療を提供できるよう励んでいきたいと思います。

国立病院機構　函館病院

中村　貴洋　　久保田　淑貴



 

  
　　

　 　

役員・委員名 氏　　　名 勤　　務　　先 職　種

公益社団法人北海道看護協会道南南支部　令和5年度選挙名簿
推薦委員会からのお知らせ

編集後記
　厳寒の候、新型コロナウィルス感染症の流行が続く中、会員の皆様におかれましては大変な日々をお過ごしのこ
とと存じます。今年度は、感染対策に留意し、看護の日のイベントや研修を集合形式で開催いたしました。次年度も
感染状況を注視しながら、看護の日のイベントや研修を開催できるように準備を進めていきたいと思います。
　広報出版委員会は、今後も研修の開催や新しい情報等を皆様へ提供していきたいと思っております。ご意見、ご
要望などがございましたら広報出版委員までお気軽にお寄せ下さい。
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　北海道看護協会道南南支部では、看護専門職能とし
ての資質向上・専門職団体として、地域住民への貢献・
看護職一人一人の健康で働ける労働環境の改善など、職
能団体として会員相互の連携を深めながら組織活動を
行っております。一人でも多くの方々と連携を広げてい
きたいと思いますので、ぜひ未入会の方へお声掛けを
お願いします。入会につきましては、道南南支部へお問
い合わせ下さい。会への加入をお待ちしております。

　道南南支部からのご案内を送付しておりますが、宛
先不明での返却が相次いでおります。お手数をお掛け
しますが転居・転職の際には北海道看護協会へご一報
いただけますと幸いです。

改選役員・推薦委員候補者

保 健 師・・・・・・・・・・・・・40名
助 産 師・・・・・・・・・・・・・72名

看 護 師・・・・・・2,976名
准看護師・・・・・・・・・・289名

（2022年11月末）

会員総数
3,377名

助産師

保健師

正・准
看護師

会員募集

個人会員の皆様へお願い
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公益社団法人 北海道看護協会 道南南支部
支部長　北 村 和 宏
連絡先　社会医療法人　高橋病院
〒040－8691　函館市元町32番18号　電話 0138－23－7221

●広報出版委員会
　伊　藤　裕　子　　三　浦　　　緑　　西　澤　直　子
　寺　谷　祐　樹　　虻　川　勝　穂　　柳　町　友　里

道南南支部
会員数

支 部 長
第二副支部長
書 記
会 計
推 薦 委 員

北　村　和　宏
高　橋　順　子
鹿　角　悼　司
色　木　陽　子
船　山　恵　生
小笠原　ちづる
布　施　拓　也
西　岡　つぐみ
長谷川　　　大
嵐　田　美由樹

社会医療法人　高橋病院 
函館市役所子ども未来部　母子保健課 
特定医療法人　富田病院
医療法人社団立青会　なるかわ病院
社会福祉法人  函館厚生院　函館五稜郭病院
公益社団法人　函館市医師会病院 
医療法人聖仁会　森病院
医療法人  亀田病院分院　亀田北病院
医療法人社団立青会　なるかわ病院
社会福祉法人  函館厚生院　ななえ新病院

看護師
保健師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
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